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▶昨年、宝塚歌劇団に所属する女優の自殺に端を発し、宝塚のパワハラと
加重労働が世間を賑わせました。マスコミは時代遅れの宝塚の厳しい上下
関係と劇団を運営する会社の隠蔽体質をこぞって非難しています。確かに
運営会社は近年、利益を追求にするあまり、団員に過剰な労働を強いてき
たことは事実と思われます。一方、宝塚の今日の発展と人気を支えてきた
のはトップスターを頂点とするはっきりとした序列、まさしく厳しい上下
関係に他ならないと思います。実際の公演には胸を打つものがあります。
群舞と呼ばれる四十人近い男役の踊りの一糸乱れぬ統一感はこの序列に裏
打ちされた訓練の賜物だと思います。序列を欠いては、宝塚の良さ、素晴
らしさと水準の高さはなくなってしまうでしょう。
▶ところで、最近の税務署所管の税務調査はベテランと新人の調査官とい
う組合せで実施されることが多く、そんな場面で上下関係が希薄で、逆に
ベテラン調査官が若手の調査官に気を使っているようにさえ感じます。同
時に大きなお世話でしょうが、若手調査官の育成に不安を覚えます。
▶組織の発展や人の成長にちょうど良い厳しさというのは理想にすぎない
のでしょうか。� （加藤　正樹）
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　あけまして、おめでとうございます。謹んで
新年のごあいさつを申し上げます。
　この度の令和６年能登半島地震の被災者に対
し、衷心よりお見舞い申し上げますとともに、
皆様のご無事と一日も早い復興をお祈りいたし
ます。１月２日に羽田空港で起きた航空事故に
つきましても大変心を痛めております。亡くな
られた方々へお悔やみ申し上げます。二度とこ
のような事故が起こらないことを願います。
　さて、去る令和５年９月20日に開催されまし
た名古屋税理士政治連盟「臨時大会」において会
長に選任され、早いもので３か月が経過いたし
ました。
　令和５年10月１日にインボイス制度（適格請
求書等保存方式）が始まり、会員からは様々な
問題点が指摘されています。名古屋税理士政治
連盟（以下、「名税政」という。）は、会員からの
声を推薦国会議員等へ伝えました。今後も継続
して会員の皆様から問題点をどしどしお聞かせ
いただきたいと思っています。私は、問題点を
議員の方々へ伝え、今後のインボイス制度のあ
り方を国民が納得し、よりよい制度となること
を信じています。
　残念なことに、この３か月あまりの間に政治
に関する報道が多数ありました。名税政の選挙
区の議員が、我々税理士を所掌する財務副大臣
という立場にあり、しかも税理士登録をしてい
たにもかかわらず、税の滞納を続けていたこと

は許しがたいことです。猛省をしていただきた
いです。また、名税政が後援をしている議員が
政治資金規正法に抵触していたかもしれないと
いう報道がされ、私は残念に思うとともに会員
からの不信感を募らせていることに心を痛めて
います。これからも名税政は正しい活動を心掛
け、この政治不信を取り除く努力を続けていか
なければならないと強く思っています。
　名税政の活動は、会員の理解なくしては成立
しません。名税政の目的は「名古屋税理士会の
方針に添い、税理士の社会的、経済的地位の向
上を図るとともに、納税者のための民主的税理
士制度及び租税制度並びに税務行政を確立する
ため、必要な政治活動を行うこと」です。
　会員の中には、名税政の活動にご理解をいた
だけない方がいらっしゃることも事実です。し
かしながら、私は一人でも多くの会員に名税政
の存在意義、活動をご理解いただけるよう精一
杯努力いたします。
　会費の納入率向上のための施策も引き続き検
討してまいります。
　会員の皆様におかれましては、名税政の活動
にご理解、ご協力をいただきますようお願い申
し上げます。
　また、会員の皆様にとりまして、本年も素晴
らしい年となりますことを心から祈念申し上げ
ます。

会長年頭あいさつ

名古屋税理士政治連盟

会�長　平　昌 彦
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令和５年12月６日　第12回正副幹事長会
〔協議事項〕
１．支部集会における活動報告の実施結果につ
いて

２．インボイス制度について
３．支部長・後援会長連絡会議の運営について
４．「名古屋税理士政治連盟支部・後援会等に
関する活動基準」について

５．単位税政連の後援会の設立状況などについて
６．令和５年分収支報告書の提出方依頼について
７．顧問、相談役との集いの運営について
８．推薦国会議員等への年末あいさつ回りにつ
いて

９．推薦国会議員等への確定申告期無料税務相
談会への視察依頼について

10．衆議院総選挙について
11．国対・組織委員会合同会議の開催について
12．財務・組織委員会合同会議の開催について
13．名古屋税理士会関連４団体新年賀詞交歓会
の開催及び運営について

14．各種行事への出席者の確認等について
15．税理士による武藤容治後援会「税制研究
会・忘年会」への出席者の確認について

16．大村ひであき「昼食懇談会」への出席者の確
認について

17．参議院議員　斎藤嘉隆連合後援会「第６回
SYGみらい会」への参加者の確認について

18．大塚耕平参議院議員BIPセミナーへの出席
者の確認について

19．衆議院議員　牧義夫「2024年　熱田神宮御
垣内参拝と新春初顔合わせの会」への出席
について

20．税理士による武藤容治後援会「税制研究
会・新年会」への出席について

21．立憲民主党　愛知県総支部連合会「新年の
つどい2024」への出席について

22．東海税理士会関連３団体「令和６年新年賀
詞交歓会」への出席者の確認について

23．名古屋税理士会名古屋西支部「創立60周年
記念式典」などへの出席について

24．令和５年度会議等開催予定について
25．「第51回定期大会」の開催について
26．日税政「後援会活動に関するアンケート調
査」の設問などについて

27．SNSを活用した情報発信について

〔報告事項〕
１．日税政委員会報告について
２．日税政「選挙関連法研修会」録画放映につ
いて

３．会費の収納状況について
４．大村秀章愛知県知事との「懇談会」の開催結
果について

５．名古屋税理士会関連４団体協議会の開催結
果について

６．中間監査の実施報告について
７．証票交付式における研修会の講師順序の確
認について

８．名税政会報「展望」の原稿執筆順序の確認に
ついて

令和５年12月20日　第11回広報委員会
〔協議事項〕
１．「名税政」11月号の反省と12月号の発行報告
について

２．「名税政」１月号の編集について
３．「名税政」２月号の企画について
４．ホームページの更新について
５．今後の会議日程について

令和５年12月20日　第12回広報全体委員会
〔協議事項〕
１．第34回会員による誌上写真展の審査について
２．「名税政」今後の企画について
３．今後の会議日程について

諸　会　合　報　告
「支部長・後援会長連絡会議」を開催

　令和５年12月６日（水）午後３時30分からホテルルブラ王山において「支部長・後援会長連絡会議」を
開催した。平昌彦会長のあいさつの後、小島善弘幹事長からインボイス導入による問題点、会費未納
者への対応、推薦国会議員等への年末あいさつ回りなどについて連絡した。

「顧問、相談役との集い」を開催
　令和５年12月６日（水）午後６時から名古屋観光ホテルにおいて「顧問、相談役との集い」を開催した。平
昌彦会長のあいさつの後、小川令持顧問、尾崎秀明名古屋税理士会会長からあいさつがあった。小島善
弘幹事長から名古屋税理士政治連盟の活動などについて報告があり、引き続き、顧問、相談役と懇談した。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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第34回﹁会員による誌上写真展﹂優秀作品

　第34回の誌上写真展には、多数のご応募いただきました。名税政広報委員会の慎重なる審査の結果、
ここに掲載の作品を優秀作品と決定させていただきました。
　応募作品はいずれも力作ぞろいで、すべてをご紹介できないのがたいへん残念です。ご協力いただきま
した会員各位には厚くお礼を申し上げます。また次回の写真展にもさらなるご参加をお願いいたします。

会長賞　梅雨の晴れ間
細 井 泰 宏 （千種）

広報委員長賞　ひまわりの小径
荒 井 伸 也 （名古屋中）

幹事長賞　山中湖にかかる浮橋
米 澤 　 健 （昭和）
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後　援　会　だ　よ　り

　11月４日に、ウインクあいち会議室で財務省

青木主税局長を講師にお招きし税制と電子帳簿

保存法に関する講演会が開催されました。藤川

政人議員はかつて財務副大臣を務められてお

り、財務省との太いパイプにより今回の講演会

が実現しました。また、藤川議員による講師紹

介では、青木局長は愛知県阿久比町の出身で財

務省での将来性がかなり高いとのことでした。

　まずインボイス制度でしたが、主税局の立場

として、現場の声すなわち税理士の声をいかに

反映させるかが制度の成否にかかっているとの

ことでした。

　次に電子帳簿保存法を含む納税環境整備で

は、スキャナ保存制度等の電子帳簿保存制度を

見直すとともに、今後の社会のデジタル化に対

応して、さらなる税務手続のデジタル化を推進

していかなくてはならないとのことでした。

　そして税制改正は所得減税、こども政策関係、

退職所得課税、防衛力強化に伴う財源確保とと

もに事業承継税制の見直しについても言及され

ました。

　最後になりますが、藤川議員は、10月に「参

議院政府開発援助等及び沖縄・北方問題に関す

る特別委員会」委員長に就任され、今後とも引

き続き国政の場でますますご活躍されることを

願っております。

「税理士による藤川政人後援会」青木主税局長講演会報告
税理士による藤川政人後援会　副会長　高取　俊二

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　あわら温泉の北部に北潟湖という湖があります。最近はカヤックの競技場、練習場としても注目されています。

　白山連峰から昇る朝日が湖面を照らす景色が見ものと聞き、日の出に合わせ出かけました。天気にも恵まれ刻

一刻と湖面の彩りが変化する様は「素晴しい」の一語でした。

“湖畔の夜明け”	 吉田　俊雄（昭和支部）・撮

表紙写真の説明
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後　援　会　だ　よ　り

　令和５年11月25日、ホテルグランヴェール岐
山において、「こども家庭庁の今後について」を
テーマとした野田聖子衆議院議員による講演会
が名古屋税理士政治連盟岐阜北支部、同岐阜南
支部、及び税理士による野田聖子後援会の共催
により開催されました。
　野田議員は、20年以上前から「こどもまんな
か」を唱え、令和５年４月１日のこども家庭庁
創設に尽力され、自民党における「こども」問題
のエキスパートとして活躍されています。
　講演は、出生数及び合計特殊出生率（ひとり
の女性が一生の間に産むとしたときの子どもの
数の平均）の推移から始まり、1989年に125万人
あった出生数が2019年には87万人に、合計特殊
出生率が1.57から1.36に減少している現状につ
いてデータを基に説明がありました。
　少子化の要因として婚姻件数の減少、30歳有
配偶率の減少、共稼ぎ世帯数の増加など生活ス
タイルの変化、給与額の男女間格差やひとり親
世帯の増加など様々な要因があることを指摘さ
れ、「少子化問題は、有事であり、今はこの問
題を解決できる最後の機会である。」と熱く語ら
れました。
　次に令和５年度から取り組んでいる政策・施

策について述べられました。
　「ライフステージを通じた経済的支援の強化」
では、若い世代の所得を増やすための社会経済
政策として、児童手当の見直し、出産費用の保
険適用の検討、住宅支援など、「全てのこども・
子育て世帯を対象とする支援の拡充」において
は、産後ケアの強化、こども誰でも通園制度の
創設、ひとり親家庭の自立支援の強化などの施
策、また「共働き・共育ての推進」においては、
産前産後の休業手当の給付や自営業・フリーラ
ンス等の同期間における国民年金保険料免除、
加えて「こども・子育てにやさしい社会づくり
のための意識改革」が進められている旨の説明
がありました。少子化問題は国難であり、何と
か食い止め、克服したいという強いメッセージ
を受け止めることができました。
　講演の最後には質疑応答があり、森靖名税政
岐阜県支部連合会会長から、令和６年度の税制
改正要望のうち「年少扶養親族に対する扶養控
除の復活」及び「基礎控除の引き上げ」について
質問がありました。野田議員からは、税政連の
要望については、税の専門家としての意見として
尊重し、税制改革に協力してゆく旨の心強い回
答があり、無事、盛会の中講演会は終了しました。

「税理士による野田聖子後援会」講演会開催報告
「こどもまんなか」

税理士による野田聖子後援会　会長　平工　信雄
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　50代になり身体のあちこちが気になる年齢に

なってきました。毎年受診する人間ドックでは

血圧が少し高めだと言われていましたが、血圧

を測ると下の数値が常に100を超えているので、

かかりつけのクリニックに行ってきました。診

ていただいた結果、薬を飲み始めることとなり、

同時に毎日朝晩に血圧を測るようになりました。

　昨年末にある健康経営コンサルタントの方と

お話しする機会があり、アドバイスをいただき

ました。そもそも血圧が高いということは理由

があって高くしているんだと。血管の中にプ

ラークが溜まってきて、さらに体内の水分量が

不足してくると、血液をスムーズに循環させる

ことができなくなる。だから血圧を高めること

で身体は対応しようとしてくれているんだと言

われたんですね。「なるほど、確かにそうだな」

と納得して、それから職場のデスクの横には２

ℓの水のペットボトルを常備してこまめに水分

を補給しています。まだ特に身体や血圧に変

化はありませんが、しばらく続けてみようと

思ってます。

� （広報委員　藤垣　寿通）
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　税理士会ビルには、名古屋税理士会、名古屋税理士政治連盟、名古屋税理
士協同組合、株式会社税理士会館の４団体がございます。管理する施設を、
講演会・セミナーなどのイベントや会議でご利用いただけます｡ご利用の際
は、名古屋税理士協同組合（TEL 052-752-6111）へご連絡ください。

税理士会ビルのご案内

P P
P

PP

P
P

名鉄協商パーキング
覚王山第４名鉄協商パーキング

池下東

名鉄協商パーキング池下東第２

名鉄協商パーキング
池下東第4

パラカ名古屋市堀割町第１

名鉄協商パーキング池下東第３

名古屋市
池下駐車場 至東山公園

至藤ヶ丘今池駅 池下駅

今池 池下

地下鉄東山線

千種郵便局

千種消防署
覚王山出張所

広小路通

千
種
警
察
署 名

古
屋
銀
行

サ
ン
ク
レ
ア

池
下

ル
ブ
ラ

王
山

千種警察署南

N

税理士会ビル

交通のご案内　●地下鉄：東山線池下駅2番出口より徒歩3分　●市バス：池下バスターミナルより徒歩5分

60

●株式会社税理士会館●

８階　会議室・応接室

４階　名古屋税理士会、名古屋税理士政治連盟、
　　　名古屋税理士協同組合、株式会社税理士会館

３階　会議室、図書室、相談室

２階　ホール

１階　ラウンジ・喫茶

近隣の駐車場MAP ※税理士会ビルに駐車場はありません。

P P

P
名
城

パ
ー
キ
ン
グ

覚
王
山

税理士会ビルの建物内及び敷地内の全面禁煙について
　令和５年９月末日をもって、税理士会ビル２階喫煙ルームの閉鎖及び１階北
側千種警察署側出入口の灰皿の撤去をいたしました。
　建物内及び敷地内は全面禁煙となりますのでよろしくお願いいたします。
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